
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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ご卒業・ご卒園おめでとうございます

後期課程（9年生）
　●上田　百恵　さん　●田中　絵菜　さん
　●中村　風雅　さん

前期課程（6年生）
　●井奥　湧　さん　　●上平　遥仁　さん
　●北　　昴　さん　　●田中　悠翔　さん
　●仲村幸太郎　さん

保育所
　●森田　朔久　さん
　●山﨑　ヘーゼル　さん

　卒業・卒園のシーズンを迎え、下北山小中学校の後
期課程（９年生）は３月１３日、前期課程（６年生）
は３月２１日、保育所では３月２７日に、それぞれ卒
業式・修了式・卒園式が行われました。
　４月から新しい学校生活が始まりますね。不安や戸
惑いもあると思いますが、共に過ごした仲間との思い
出を胸に、勇気をもって新たな一歩を踏み出してくだ
さい。
　特に、後期課程を卒業された皆さんはこれまで慣れ
親しんだこの下北山村を離れ、また親元を離れての生
活となり、今までと全く違った環境の中で新しい生活
がスタートします。小中学校時代に学んだことを糧に
して精一杯頑張ってください。
　なお、卒業・修了・卒園された皆さんは次のとおり
です。



　
令
和
６
年
３
月
下
北
山
村
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
新
年
度
の
施
政
方
針

と
主
要
施
策
の
概
要
等
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
１
月
１
日
に

最
大
震
度
７
の
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
」
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
お
亡
く
な

り
に
な
る
と
と
も
に
、
未
だ
安
否
不
明
の

方
も
お
ら
れ
る
な
ど
甚
大
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
全
て
の
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
暮
れ
に
は
国
道
１
６
９

号
上
池
原
地
内
に
お
い
て
大
規
模
な
土
砂

崩
落
事
故
が
発
生
し
、
１
名
の
方
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
１
名
の
方
が
重
傷
を
負
わ

れ
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
重
傷
を
負
わ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
奈
良

県
で
は
応
急
対
策（
暫
定
片
側
交
通
開
放
）

の
た
め
の
仮
橋
設
置
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
国
道
１
６
９
号
は
下
北
山
村
に
と
り

ま
し
て
大
変
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
今
回

の
通
行
止
め
に
よ
り
多
く
の
村
民
の
皆
さ

ま
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
と

し
ま
し
て
も
一
日
も
早
い
交
通
開
放
を
強

く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

奈
良
県
で
は
、
国
道
１
６
９
号
前
鬼
～
上

池
原
間
に
つ
い
て
は
ト
ン
ネ
ル
で
整
備
す

る
計
画
で
す
の
で
、
こ
れ
が
実
現
す
る
と

現
道
の
約
４
㎞
の
急
カ
ー
ブ
が
続
く
線
形

不
良
区
間
が
約
３
㎞
の
真
っ
直
ぐ
な
ト
ン

ネ
ル
で
整
備
さ
れ
、
走
行
性
も
良
く
な
り

土
砂
災
害
も
な
く
な
る
安
全
で
安
心
に
走

行
で
き
る
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら
早
期
の

事
業
推
進
に
つ
い
て
も
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
外
に
お
い
て
不
透
明
感

が
漂
う
な
か
、
３
月
１
日
に
国
の
令
和

６
年
度
予
算
案
が
衆
議
院
本
会
議
を
通

過
し
年
度
内
に
成
立
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
が
、

１
１
２
兆
５
，
７
１
７
億
円
と
な
り
、
令

和
５
年
度
当
初
予
算
の
１
１
４
兆
３
，

８
１
２
億
円
か
ら
１
兆
８
，
０
９
５
億
円

（
1.6
％
）
減
少
し
た
も
の
の
、
過
去
最
高

額
で
あ
っ
た
前
年
度
予
算
に
次
ぐ
過
去
２

番
目
の
大
き
さ
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
面

で
は
、
景
気
回
復
や
物
価
高
騰
を
背
景
と

し
て
法
人
税
や
消
費
税
で
増
収
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
定
額
減
税
の
影
響
等
に
よ
り

所
得
税
で
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
物
価
に
負
け
な
い
賃
上
げ

の
実
現
に
向
け
た
経
費
や
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
の
強
化
に
係
る
経
費
等
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
村
の
令
和
６
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て

は
、
国
の
補
助
金
な
ど
有
利
な
財
源
を
積

極
的
に
活
用
し
て
持
続
可
能
な
村
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
令

和
６
年
度
予
算
案
は
、
全
て
の
分
野
に

お
い
て
効
率
的
な
事
業
執
行
を
意
識
し

て
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

そ

の
た
め
の
予
算
と
し
て
、
本
村
の
令
和

６
年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
で

23
億
６
，
３
０
０
万
円
、
前
年
度
比
マ
イ

ナ
ス
２
億
６
，８
０
０
万
円
、約
10
．
２
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
６
会
計
及
び
事
業
会
計
１

会
計
（
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
事
業

会
計
に
移
行
）
の
合
計
は
、
８
億
２
，

１
３
２
万
３
千
円
で
、
前
年
度
比
プ
ラ
ス

１
億
４
，８
５
８
万
８
千
円
、約
22
．
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
６
会
計
、
事
業

会
計
１
会
計
の
合
計
で
は
、
31
億
８
，

４
３
２
万
３
千
円
で
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
１
億
１
，
９
４
１
万
２
千
円
、
3.6
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
歳
入
の
柱
と
な
る
村
税
で
は

２
億
５
，
３
２
４
万
２
千
円
と
前
年
度
比

２
０
４
万
６
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
地
方
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
増
額
に
よ
り
譲
与
税
全
体
と
し

て
は
、
前
年
度
比
９
６
９
万
４
千
円
の
増

額
で
す
。

　
交
付
金
等
に
つ
い
て
は
、
環
境
性
能
割

交
付
金
で
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

地
方
消
費
税
交
付
金
が
減
額
に
よ
り
全
体

と
し
て
、
前
年
度
比
46
万
４
千
円
の
減
額

で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改

革
支
援
補
助
金
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
交

付
金
、
道
路
整
備
関
連
の
交
付
金
や
補
助

金
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
６
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
教
職
員
住
宅

建
設
関
連
の
補
助
金
も
計
上
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
県
支
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は

前
年
度
よ
り
３
，
８
７
４
万
６
千
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
算

令
和
６
年
度

施
政
方
針

施
政
方
針
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定
項
目
の
創
設
や
会
計
年
度
任
用
職
員
に

係
る
給
与
改
定
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
に

対
す
る
算
定
の
増
額
、
辺
地
債
・
過
疎
債

等
の
償
還
額
増
加
に
伴
う
地
方
交
付
税
措

置
額
の
増
加
も
あ
り
、
前
年
度
比
５
千
万

円
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
同
様

に
公
債
費
償
還
額
に
伴
う
増
加
も
あ
る
こ

と
か
ら
単
純
に
交
付
税
が
増
額
し
た
と
喜

べ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
交
付

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
国
の
動

向
等
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
人
件
費
や
物
件
費
で
増
額
等
が
あ

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
庁
舎
関
連
費
用
や

教
職
員
住
宅
の
整
備
費
用
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園
施
設
整
備
費
用
等
で
も
大
き
な
予
算
の

計
上
が
あ
り
ま
す
が
、
庁
舎
本
体
に
係
る

建
設
費
用
が
令
和
５
年
度
で
終
了
し
て
い

る
こ
と
が
減
額
の
大
き
な
要
因
で
す
。

　
そ
の
他
、
全
会
計
で
の
大
き
な
費
用
と

し
て
は
、
診
療
所
会
計
に
お
い
て
令
和
６

年
度
及
び
令
和
７
年
度
の
２
カ
年
で
建
設

を
予
定
し
て
い
る
診
療
所
新
築
工
事
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
整
備
な
ど
に
は
、
引
き
続
き

多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
村
債

の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
６
年
度

以
降
も
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　
な
お
、
村
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年

同
様
に
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
後

年
度
に
財
政
措
置
の
あ
る
過
疎
債
や
辺
地

債
等
、
交
付
税
算
入
率
の
高
い
有
利
な
村

債
の
発
行
を
主
に
見
込
ん
で
い
ま
す
。

森
と
生
き
る
「
仕
事
づ
く
り
、
も
の
づ
く

り
、
ひ
と
づ
く
り
」

◆
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
と
し
て

●
放
置
さ
れ
た
森
林
を
解
消
し
災
害
に
強

く
、
長
期
的
か
つ
持
続
的
な
森
林
経
営
管

理
を
目
指
す
た
め
、
村
に
よ
る
民
有
林
の

公
的
管
理
「
森
林
経
営
管
理
事
業
」
を
引

き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
財
源
と

し
て
、
国
の
森
林
環
境
譲
与
税
や
県
の
森

林
環
境
税
等
を
活
用
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
自
伐
型
林
業
の
担
い
手
で
あ
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
卒
業
生
等
、
今
後

の
林
業
分
野
に
お
け
る
担
い
手
の
育
成
に

も
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

●
林
産
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
村
の

林
業
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
林
産
物

の
利
用
促
進
と
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
今
後
予
定
さ
れ
る
公
共
施
設

の
建
設
等
の
木
質
化
も
推
進
し
、
村
内
で

素
材
か
ら
加
工
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
全

て
完
結
す
る
６
次
産
業
化
を
引
き
続
き
目

指
し
、
継
続
し
た
管
理
運
営
を
指
定
管
理

者
と
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

◆
き
な
り
ブ
ラ
ン
ド
の
研
究
開
発
と
し
て

●
「
一
般
社
団
法
人
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
」

が
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
材
料
を
活
用
し

た
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
他
、
高
齢
化

が
進
む
生
産
者
支
援
と
事
業
継
承
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

●
「
一
般
社
団
法
人
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
」

に
よ
る
ツ
ア
ー
商
品
を
通
し
て
、
村
内
の

資
源
を
来
訪
者
に
紹
介
す
る
な
ど
「
行
っ

て
良
か
っ
た
、
ま
た
来
て
見
た
い
」
と
思

わ
れ
る
取
り
組
み
を
行
い
、
来
訪
客
の
滞

在
時
間
の
延
伸
や
地
元
商
店
等
で
の
消
費

拡
大
に
努
め
ま
す
。

◆
起
業
・
就
業
支
援
と
し
て

●
旧
南
都
銀
行
職
員
宿
舎
を
改
修
し
た

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
こ
の
ま
」
の
利
用
促
進

を
図
り
、
利
用
者
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
会
員

(

旅
人)
」
と
地
域
事
業
者
と
を
繋
い
で
、

担
い
手
不
足
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

●
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
へ
の
促
進
を
図
り
、
関
係
人
口
や
人
の

流
れ
を
通
じ
て
利
用
促
進
と
村
内
起
業
等

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

森
に
遊
ぶ
「
も
て
な
し
、
ふ
れ
あ
い
、
感

動
づ
く
り
」

◆
交
流
関
係
人
口
の
拡
大
と
し
て

●
観
光
拠
点
で
あ
る
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
は
、
昨
年
12
月
末
か
ら
の
国
道
１
６
９

号
の
通
行
止
め
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
お

り
ま
す
が
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
引

き
続
き
誘
客
に
努
め
る
と
と
も
に
、
お
客

様
に
居
心
地
が
良
い
と
思
わ
れ
る
環
境
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化

し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面
の
大
規
模
改
修

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
令
和
７
年
度
に
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内
に
「
道
の
駅
」
を
整
備
す
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
基
本
的
な
考
え
方
や
コ
ン
セ
プ

ト
並
び
に
導
入
す
る
機
能
及
び
施
設
配
置

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ（
下
北
山「
道
の
駅
」）

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

●
サ
ッ
カ
ー
合
宿
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
以
前
か
ら
ご
利
用
を
頂
い
て
い
る
チ
ー

ム
へ
の
働
き
掛
け
や
、
Ｊ
３
奈
良
ク
ラ
ブ

の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
奈
良
ク
ラ
ブ
を
通
じ

た
村
の
情
報
発
信
を
連
携
し
て
実
施
し
て
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い
き
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、
村
内
事
業

所
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
下
北
山
村

な
ら
で
は
の
付
加
価
値
を
付
け
た
体
験
商

品
な
ど
の
ツ
ア
ー
の
実
施
や
、
企
業
等
と

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
促
進
に
努
め

る
と
同
時
に
、
利
用
者
の
滞
在
時
間
の
延

伸
並
び
に
年
間
を
通
じ
た
集
客
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
老
朽
化
し
た
施
設

の
改
修
等
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
関
係
人
口
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

東
京
の
学
生
団
体
「
ま
と
い
」
が
継
続
的

な
活
動
を
し
て
く
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

団
体
や
個
人
の
方
々
と
下
北
山
村
と
の
関

わ
り
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
基
準
が
昨
年

度
大
幅
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

納
税
額
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
村

内
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
新
た
な
返
礼

品
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
の
強
化
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

活
用
に
よ
り
応
援
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

森
で
育
む
「
子
ど
も
の
笑
顔
と
、
き
な
り

ラ
イ
フ
」

◆
関
係
人
口
を
始
め
と
す
る
定
住
・
転
入

の
促
進
と
し
て

●
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
空
き
家
の
利
活
用
の
促
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
き
め
細
や
か
な
情
報

が
空
き
家
所
有
者
や
移
住
希
望
者
に
届
く

よ
う
出
張
相
談
会
や
、
移
住
希
望
者
へ
の

物
件
情
報
を
サ
イ
ト
に
よ
り
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
補
助
制
度
（
整
備
及
び

取
得
等
）
を
引
き
続
き
実
施
し
、
空
き
家

の
活
用
を
通
し
た
空
き
家
解
消
と
定
住
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
た
旧
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
昨
年
よ
り
「
一
般
社
団
法
人

つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
」
と
奈
良
国
立
大
学
機

構
奈
良
女
子
大
学
の
「
下
北
山
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
事
務
所
を
構
え

た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
施
設
を
活
用
し
た

催
し
や
学
生
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
移
住
体
験
交
流
施
設
「
む
ら
ん
ち
」
の

利
用
促
進
と
、
下
北
山
村
の
暮
ら
し
と
関

わ
り
を
届
け
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
き
な

り
と
」
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
移
住
促

進
及
び
関
係
人
口
の
創
出
を
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る
関
連

で
は

●
下
北
山
村
の
魅
力
等
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
及

び
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

活
用
す
る
他
、
ラ
ジ
オ
放
送
Ｆ
Ｍ
や
ま
と

の
「
き
な
り
と
下
北
」
や
「
貞
子
村
巡
り
」

の
公
式
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
な
ど
、
関
係

団
体(

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
及
び
一
般

社
団
法
人
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク)

と
連
携
し

て
情
報
発
信
に
努
め
、
村
の
魅
力
を
村
外

に
伝
え
認
知
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

◆
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
地
域
で
支
え

る
支
援
と
し
て

●
一
般
不
妊
治
療
に
加
え
生
殖
補
助
医

療
（
体
外
受
精
を
始
め
と
し
た
新
た
な
不

妊
治
療
）、
及
び
不
育
症
治
療
（
２
回
以

上
の
流
産
等
を
繰
り
返
し
子
ど
も
が
持
て

な
い
方
へ
の
不
妊
治
療
）
を
受
け
て
い
る

方
へ
の
補
助
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
出
産

を
希
望
す
る
ご
夫
婦
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

●
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫

し
て
身
近
で
相
談
に
応
じ
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
必
要
な
支
援
に
繋
げ
る
伴
走

型
の
相
談
支
援
を
充
実
し
、
経
済
的
支
援

も
一
体
と
し
た
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
次
代
の
社
会
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
と
、
保
護
者
に
よ
る
子
育

て
を
地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
環

境
の
整
備
を
目
指
し
、
子
ど
も
・
子
育
て

の
た
め
の
支
援
を
総
合
的
及
び
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
下
北
山

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

●
出
産
と
育
児
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金

を
始
め
、
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
の
紙
お
む

つ
購
入
助
成
及
び
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を

養
育
し
て
い
る
方
へ
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
助
成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
も
、
乳
幼
児

健
診
、
妊
産
婦
健
診
及
び
新
生
児
聴
覚
検

査
費
用
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
育
児
サ
ー
ク
ル
及
び
育
児
相
談
会
を

開
催
し
育
児
中
の
保
護
者
同
士
の
情
報
交

換
の
場
を
提
供
し
、
育
児
不
安
等
の
軽
減

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
年
４

月
の
予
定
で
は
園
児
数
が
昨
年
度
当
初
の

16
人
か
ら
25
人
前
後
に
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
保
育
士
を
増
員
し
園
児
の
安
全
、
保

護
者
の
方
が
安
心
で
き
る
保
育
を
実
施
し

ま
す
。

◆
暮
ら
し
や
す
い
安
心
で
き
る
き
な
り
の

郷
づ
く
り
と
し
て

　

●
軽
自
動
車
税
関
係
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
伴
い
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
種

別
割
申
告
の
電
子
化
を
整
備
し
ま
す
。
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●
戸
籍
等
に
氏
名
の
振
り
仮
名
を
記
載

し
、
そ
の
振
り
仮
名
に
つ
い
て
確
認
を
行

う
通
知
書
を
作
成
す
る
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
バ
ー
に
つ
い
て

は
、
現
在
継
続
中
の
保
守
が
終
了
し
た
時

点
で
、
機
器
を
更
改
す
る
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

●
健
康
管
理
事
業
で
は
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
総
合
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診

率
向
上
に
向
け
、
広
報
等
を
活
用
し
た
積

極
的
な
働
き
か
け
に
努
め
、
病
気
の
早
期

発
見
及
び
日
常
の
健
康
管
理
に
繋
げ
ま

す
。

●
心
の
健
康
相
談
を
継
続
的
に
開
催
し
て

精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、 

各
種
予
防
接
種
等
を
引
き
続
き

実
施
し
、
村
民
の
皆
様
方
の
健
康
管
理
に

努
め
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
の
友
愛
活

動
、
社
会
貢
献
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、
社

会
的
支
援
や
見
守
り
要
請
が
強
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
５
年
間
実
施
で
き
て
い
な

か
っ
た
「
健
康
と
長
寿
の
つ
ど
い
」
を
実

施
し
ま
す
。

●
獣
害
対
策
で
は
、「
有
害
獣
防
除
柵
設

置
補
助
金
」
及
び
「
獣
害
対
策
奨
励
補
助

金
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
不

足
の
対
策
と
し
て
「
猟
銃
免
許
取
得
補
助

金
」
も
継
続
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
新
た
に
大
型
檻
（
サ
ル

捕
獲
用
）
を
購
入
し
ま
す
。

●
安
全
な
道
づ
く
り
で
は
、
村
道
池
郷
線

及
び
村
道
前
鬼
釈
迦
線
の
災
害
防
除
工
事

の
継
続
、
村
道
不
動
線
の
路
側
擁
壁
改
修

工
事
の
継
続
及
び
村
道
小
佐
田
カ
シ
モ
チ

線
の
新
設
工
事
の
継
続
を
実
施
し
ま
す
。

併
せ
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
橋
梁
・

ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務
及
び
小
又
谷
橋
の
補

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
県
事
業

に
よ
る
国
道
１
６
９
号
前
鬼
～
上
池
原
間

の
道
路
整
備
の
た
め
の
土
砂
処
分
用
地
の

調
査
費
用
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

●
防
災
対
策
と
し
て
は
、
災
害
発
生
時
の

わ
か
り
や
す
い
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
行
い
ま
す
。

◆
教
育
分
野
に
お
い
て
は

●
令
和
６
年
度
は
、
義
務
教
育
学
校
開
校

３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
同
様
、

複
式
学
級
を
回
避
す
る
た
め
に
村
費
教
員

を
確
保
し
て
単
式
学
級
を
維
持
し
、
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
び
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

●
ま
た
、
老
朽
化
し
た
教
職
員
住
宅
の

環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
度

に
２
棟
10
戸
の
教
職
員
住
宅
が
完
成

し
、
教
員
10
名
の
引
っ
越
し
が
行
わ
れ

ま
す
。 

引
き
続
き
、
令
和
６
年
度
に
２

棟
10
戸
を
新
築
す
る
予
定
で
す
。
建
設
関

係
予
算
１
億
７
，
２
４
０
万
円
と
備
品
費

１
６
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
は
、
10
月
25
日
に
下
北
山

村
・
上
北
山
村
に
お
い
て
、「
第
68
回
奈

良
県
へ
き
地
教
育
研
究
振
興
大
会(

下
北

山
村
・
上
北
山
村
大
会)

」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
は
下
北
山
村
に
な
り

ま
す
。「
主
体
的
・
協
働
的
に
学
び
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
と
夢
を
も
っ
た
人
間
性
豊

か
な
北
山
っ
子
の
育
成
」を
大
会
主
題
に
、

大
会
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
学
校
関
係
で
は
、
教
員
の
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
、
従
来
教
員
が
担
っ
て
い

た
業
務
の
一
部
（
例
え
ば
、
授
業
に
使
用

す
る
資
料
の
作
成
等
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
支
援
対
策
と
し
て
、
小
中
学

校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
の
無

償
化
を
始
め
、
就
学
援
助
費
や
特
別
支
援

教
育
就
学
奨
励
費
補
助
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

●
高
等
学
校
等
の
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
は
、
す
べ
て
の
保
護
者
に
高
校
生
活
応

援
補
助
金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
県
立

私
立
を
問
わ
ず
高
等
学
校
寮
等
へ
の
入
寮

者
支
援
と
し
て
、
寮
費
の
一
部
を
支
援
す

る
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
放
課
後
や
夏
休
み
等
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
４
年
振

り
に
実
施
し
た
夏
休
み
寺
子
屋
教
室
事
業

を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
事
業
と
し
て
英
語
教
室
、
森
の

び
教
室
、
ま
た
新
た
な
事
業
と
し
て
毎
週

水
曜
日
の
放
課
後
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
（
例

え
ば
、
カ
ー
ド
や
パ
ズ
ル
）
を
使
っ
て
集

中
力
や
判
断
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の

「
と
も
だ
ち
ラ
ボ
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
地
域
振
興
課
と
連
携
し
て
、
後
期
課
程

の
生
徒
（
中
学
生
）
を
対
象
に
、
学
生
団

体
ま
と
い
の
協
力
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
学
習
支
援
事
業「
地
域
未
来
塾
」

を
実
施
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
関
係
で
は
、
文
化
活
動
事
業

と
し
て
公
民
館
教
室
を
継
続
実
施
す
る
と

と
も
に
、
文
化
展
開
催
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
所
蔵
及

び
寄
託
さ
れ
て
い
る
古
文
書
等
を
適
切
に

整
理
保
管
す
る
た
め
、
引
き
続
き
奈
良
女

子
大
学
と
連
携
し
て
資
料
の
分
析
・
整
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　副
村
長
退
任
に
当
た
り
、
村
民
の
皆
様

に
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
副
村
長
の
職
務
を
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
い
感
謝
の

意
を
持
ち
ま
し
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。　平

成
28
年
４
月
か
ら
２
期
８
年
間
、
村

の
発
展
と
繁
栄
に
向
け
て
精
一
杯
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
と
と
も
に
達
成
し

た
様
々
な
仕
事
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
全
て
が
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
も
の
と
心

か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
８
年
間
、
私
は
皆
様
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
心

が
け
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
、
行
政
関
係

者
、
そ
し
て
共
に
働
い
た
皆
様
の
支
え
が

な
け
れ
ば
、
私
の
任
期
も
無
事
に
終
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　退
任
後
も
、
村
の
発
展
と
住
民
の
皆
様

の
幸
福
を
願
い
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
様
々
な
面
に
お
い
て
誠
心
誠
意
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
８
年
間
の

貴
重
な
経
験
と
私
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
皆
様
と
の
ご
縁
に
対
し
ま
し

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
甚
だ
簡
単
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
村
長
退
任
の
ご
挨
拶田　川　　　伸

理
・
保
存
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
人
権
教
育
で
は
、
奈
良
県
市
町
村
人

権
・
同
和
問
題
啓
発
連
協
や
、
下
北
山
村

人
権
教
育
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
、
人

権
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

●
社
会
体
育
関
係
で
は
、
歩
け
歩
こ
う
大

会
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
等
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
を
始
め
、
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
や
、
奈

良
県
が
主
催
す
る
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅

伝
大
会
へ
の
参
加
等
、
村
民
の
全
世
代
を

対
象
に
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

◆
特
別
会
計
・
企
業
会
計
関
連
で
は

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、「
同
じ
所
得
、
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
、

県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
保
険
料
水
準

が
同
じ
」
を
目
指
し
て
県
内
保
険
料
が
統

一
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
本
村
の
保
険
税

も
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
歳
出
で
は
、

被
保
険
者
数
の
減
少
に
伴
い
、
保
険
給

付
費
で
昨
年
度
よ
り
12
．
３
％
減
の
８
，

３
０
６
万
４
千
円
の
計
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
で

は
、
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
移

転
新
築
工
事
を
令
和
６
年
度
及
び
令
和
７

年
度
の
２
カ
年
計
画
で
着
工
し
、
重
要
な

医
療
施
設
（
医
科
・
歯
科
）
と
し
て
維
持

運
営
を
図
り
、
村
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
村
内
で
生

活
す
る
全
て
の
高
齢
者
の
方
が
、
生
き
甲

斐
を
持
っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
教
室
と
各
老
人
ク
ラ
ブ
が
実
施

し
て
い
る
風
船
バ
レ
ー
を
組
み
合
わ
せ
介

護
予
防
教
室
の
充
実
、
及
び
各
公
民
館
サ

ロ
ン
の
支
援
強
化
を
図
り
介
護
予
防
に
努

め
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
２
年
に
１
度
の
保
険
料
改
定
が
行
わ

れ
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
5.6
％
増
の
１
，

２
９
７
万
５
千
円
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
計
画
し
て
お
り
ま
す
池
原
浄
水
場

の
補
修
工
事
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
法
適
用
の
企
業

会
計
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　３
月
２
日
（
土
）、
橿
原
運
動
公
園
（
橿

原
市
）
に
お
い
て
「
第
19
回
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
38
市
町
村
の
小
学
５
・
６
年
の
児

童
２
７
８
名
が
参
加
し
、
男
女
３
区
間
ず

つ
の
計
６
区
間
（
９
，
７
８
０
Ｍ
）
を
走

る
駅
伝
の
部
と
、
周
回
コ
ー
ス
（
１
，
６

３
０
Ｍ
）
を
走
り
時
間
を
競
う
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
部
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　下

北
山
村
は
、
５
・
６
年
生
が
駅
伝
と

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
に
参
加
し
ま

し
た
。
沿
道
で
見
守
る
観
客
た
ち
の
大
き

な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
一
生
懸
命
走
る
姿
は
、
保
護
者

の
皆
様
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
方
々
に
大

き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　駅
伝
の
結
果
は
、
35
チ
ー
ム
中
30
位
（
タ

イ
ム
は
43
分
10
秒
）
で
村
の
部
で
は
８

チ
ー
ム
中
４
位
で
し
た
。
全
員
が
練
習
時

の
タ
イ
ム
を
大
き
く
上
回
り
、
チ
ー
ム
全

体
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
の
中
で
走
れ

た
こ
と
が
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
そ
し

て
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。　放

課
後
、
駅
伝
大
会
に
向
け
て
の
練
習

を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
推

進
員
の
方
、
ま
た
、
応
援
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
学
校
の
先
生
方
、
保
護
者
の
皆

様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
チ
ー
ム
全
員
で
想
い
を
つ
な
ぐ
〜

第
19
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
開
催
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　副
村
長
退
任
に
当
た
り
、
村
民
の
皆
様

に
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
副
村
長
の
職
務
を
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
い
感
謝
の

意
を
持
ち
ま
し
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。　平

成
28
年
４
月
か
ら
２
期
８
年
間
、
村

の
発
展
と
繁
栄
に
向
け
て
精
一
杯
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
と
と
も
に
達
成
し

た
様
々
な
仕
事
に
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
全
て
が
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
も
の
と
心

か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
８
年
間
、
私
は
皆
様
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
心

が
け
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
、
行
政
関
係

者
、
そ
し
て
共
に
働
い
た
皆
様
の
支
え
が

な
け
れ
ば
、
私
の
任
期
も
無
事
に
終
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　退
任
後
も
、
村
の
発
展
と
住
民
の
皆
様

の
幸
福
を
願
い
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
様
々
な
面
に
お
い
て
誠
心
誠
意
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
８
年
間
の

貴
重
な
経
験
と
私
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
皆
様
と
の
ご
縁
に
対
し
ま
し

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
甚
だ
簡
単
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
村
長
退
任
の
ご
挨
拶田　川　　　伸

　３
月
２
日
（
土
）、
橿
原
運
動
公
園
（
橿

原
市
）
に
お
い
て
「
第
19
回
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
38
市
町
村
の
小
学
５
・
６
年
の
児

童
２
７
８
名
が
参
加
し
、
男
女
３
区
間
ず

つ
の
計
６
区
間
（
９
，
７
８
０
Ｍ
）
を
走

る
駅
伝
の
部
と
、
周
回
コ
ー
ス
（
１
，
６

３
０
Ｍ
）
を
走
り
時
間
を
競
う
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
部
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　下

北
山
村
は
、
５
・
６
年
生
が
駅
伝
と

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
に
参
加
し
ま

し
た
。
沿
道
で
見
守
る
観
客
た
ち
の
大
き

な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
一
生
懸
命
走
る
姿
は
、
保
護
者

の
皆
様
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
方
々
に
大

き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　駅
伝
の
結
果
は
、
35
チ
ー
ム
中
30
位
（
タ

イ
ム
は
43
分
10
秒
）
で
村
の
部
で
は
８

チ
ー
ム
中
４
位
で
し
た
。
全
員
が
練
習
時

の
タ
イ
ム
を
大
き
く
上
回
り
、
チ
ー
ム
全

体
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
の
中
で
走
れ

た
こ
と
が
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
そ
し

て
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。　放

課
後
、
駅
伝
大
会
に
向
け
て
の
練
習

を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
推

進
員
の
方
、
ま
た
、
応
援
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
学
校
の
先
生
方
、
保
護
者
の
皆

様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
チ
ー
ム
全
員
で
想
い
を
つ
な
ぐ
〜

第
19
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
開
催
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一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳出・性質別）

その他の内訳

令和６年度 当初予算 総額31億 8,432万3千円（対前年度比3.6％減）
３月定例議会において承認された、令和

一般会計 23億6,300万 円（対前年度比10.2％減）

（対前年度比22.1％増）

６年度当初予算の概要は次のとおりです。

その他　5.2% その他　0.2％

農林水産業費　5.0％

議会費　1.3％

総務費
28.2％

公債費
12.5％

教育費
13.0％

消防費4.1％

土木費
10.0％

民生費
10.6％

衛生費
8.4％

商工費
6.7％

村　税
10.7%

村　債
19.1%

地方交付税
39.4%

分担金及び負担金 0.9％
使用料及び手数料 1.4%

繰越金1.1%

繰入金
11.0%

※交付金…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金
　　　　　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金

※令和６年度より簡易水道特別会計は事業会計に移行

一般会計（歳入）

その他の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

8億2,132万3千円 基金の状況（一般会計分）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

村　　税

253,242 930,000 23,083 33,271 200,963 63,743 259,783 25,000 451,100 122,815 2,363,000

地方交付税 分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 繰入金 繰越金 村　　債 その他 合　　計

歳 出歳 入

122,81545,062 27,046 13,394 21,001 16,312

合　　計諸　収　入寄　付　金財産収入交　付　金地方譲与税

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

令和６年度

令和５年度

前年度比増減額

前年度比増減率（％）

129,627

149,277

▲ 19,650

▲ 13.2

286,224

125,485

160,739

128.1

98,368

90,735

7,633

8.4

13,244

14,093

▲ 849

▲ 6.0

48,091

45,637

2,454

5.4

220,785

222,892

▲ 2,107

▲ 0.9

24,984

24,616

368

1.5

821,323

672,735

148,588

22.1

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

31,506 666,648 250,232

労　働　費

100

予　備　費

4,000

計

4,100

198,757 117,442 159,348 237,399 95,607 307,411 294,550 4,100 2,363,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

442,732 368,842 20,503 36,962 243,217 685,288 294,550 25,220 0 580 241,106 4,000

合　計

2,363,000

基　金　の　名　称 令和５年度末
現在高（見込）

令和６年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 令和５年度末

現在高（見込）
令和６年度末
現在高（見込）

高齢者福祉施設管理運営基金

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,558,482

145,024

115,000

258,249

1,443,262

142,881

2,002

255,308

43,321

61,666

4,175

255,251

2,441,168

42,222

61,988

2,376

256,580

2,206,619

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金

国庫支出金
8.5%

県支出金2.7%

特別会計
事業会計
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一般会計（歳出・目的別）
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8億2,132万3千円 基金の状況（一般会計分）

（単位：千円）
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149,277

▲ 19,650

▲ 13.2
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8.4
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▲ 849
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48,091
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2,454

5.4

220,785

222,892

▲ 2,107

▲ 0.9

24,984

24,616

368

1.5

821,323

672,735

148,588

22.1

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

31,506 666,648 250,232

労　働　費

100

予　備　費

4,000

計

4,100

198,757 117,442 159,348 237,399 95,607 307,411 294,550 4,100 2,363,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

442,732 368,842 20,503 36,962 243,217 685,288 294,550 25,220 0 580 241,106 4,000

合　計

2,363,000

基　金　の　名　称 令和５年度末
現在高（見込）

令和６年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 令和５年度末

現在高（見込）
令和６年度末
現在高（見込）

高齢者福祉施設管理運営基金

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,558,482

145,024

115,000

258,249

1,443,262

142,881

2,002

255,308

43,321

61,666

4,175

255,251

2,441,168

42,222

61,988

2,376

256,580

2,206,619

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金

国庫支出金
8.5%

県支出金2.7%

特別会計
事業会計
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下北山エクステンションセンターが開所！！
～大学生の活動拠点ができました！～

　昨年11月に、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に【下

北山エクステンションセンター】が開所しました。

　今後、地域と奈良国立大学機構（奈良女子大学、奈良教育大学）

との相互の教育の場・研究・事業創生の地域拠点として活用され

ます。

　先月３月２日には、資料館との共同研究に携わっている奈良女

子大学の学生さんがエクステンションセンターに来られ施設内を

見学されました。今後も多くの学生が来られることを期待してい

ます。

　2023年４月号の広報でも紹介していただきましたが、改めまして浦向在住

の鈴木靖子です。村と大学とを繋ぐ役割として、基本、水曜日（午前）、金

曜日１日、下北山エクステンションセンターに在籍しておりますので、気軽

に足を運んで下されば嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。

　天
候
に
恵
ま
れ
た
3
月
17
日
（
日
）、

教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
歩
け
歩
こ
う
大
会
」
が

3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
を

含
む
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
鬼
ヶ
城
セ
ン
タ
ー
を
ス

タ
ー
ト
し
、
熊
野
古
道
松
本
峠
登
り
口

の
西
口
か
ら
東
口
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら

少
し
戻
り
鬼
の
見
晴
ら
し
台
へ
向
か
い

そ
こ
か
ら
桜
の
道
を
下
り
鬼
ヶ
城
セ
ン

タ
ー
へ
向
か
っ
て
歩
く
コ
ー
ス
で
し

た
。　熊

野
古
道
松
本
峠
で
は
、
約
1
時
間

石
畳
の
道
の
り
を
歩
き
、
休
憩
ポ
イ
ン

ト
の
熊
野
古
道
松
本
峠
東
屋
で
は
広
大

な
七
里
御
浜
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　鬼

の
見
晴
ら
し
台
で
は
太
平
洋
を
一

望
で
き
、
そ
こ
で
昼
食
後
に
記
念
撮
影

し
、
帰
り
道
に
桜
の
道
を
通
る
と
桜
の

芽
が
少
し
ず
つ
顔
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
鬼
ヶ
城
周
辺
の
自
由
散

策
で
千
畳
敷
や
岩
場
の
歩
道
を
歩
く
参

加
者
も
い
る
な
ど
世
界
遺
産
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度｢

歩
け
歩
こ
う
大
会｣

熊
野
古
道
松
本
峠
及
び
鬼
ヶ
城
周
辺
を
歩
く

　奈良県内の市町村が30秒の動画でふるさとの良さをPRする「ふるさとCM大賞NARA2024」の審査

会が２月17日（土）に奈良テレビ放送本社にて行われました。本村は、国道169号線の通行止めの影響

によりリモートで出演することとなりました。

　第３回目となった今回は、県内の25市町村がエントリーし、４人の審査員がす

べての市町村のCMを見て、情報性、独特性、表現性などから総合的に点数をつ

け審査を行った結果、グランプリは宇陀市、準グランプリは生駒市、協賛社賞（３

位）は川上村、審査員特別賞は御杖村と下北山村、奈良テレビ賞は川西町が受賞

しました。

「下北山スポーツ公園」と「つちのこ」を掛け合わせ制作した作品が

審査員特別賞を受賞しました！

ふるさとCM大賞NARA2024

― 各　賞 ―

グ ラ ン プ リ　スポット放送年間２００回

準グランプリ　スポット放送年間１００回

協 賛 社 賞　スポット放送年間　５０回

審査員特別賞　スポット放送年間　３０回

参 加 賞　上記入賞以外の作品に

　　　　　　　スポット放送10回

※奈良テレビ賞は参加賞に加え「ゆうドキッ！」
への出演

※全作品を奈良テレビ公式YouTubeチャンネル
に1年間掲載

2024年  結果
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下北山エクステンションセンターが開所！！
～大学生の活動拠点ができました！～

　昨年11月に、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に【下

北山エクステンションセンター】が開所しました。

　今後、地域と奈良国立大学機構（奈良女子大学、奈良教育大学）

との相互の教育の場・研究・事業創生の地域拠点として活用され

ます。

　先月３月２日には、資料館との共同研究に携わっている奈良女

子大学の学生さんがエクステンションセンターに来られ施設内を

見学されました。今後も多くの学生が来られることを期待してい

ます。

　2023年４月号の広報でも紹介していただきましたが、改めまして浦向在住

の鈴木靖子です。村と大学とを繋ぐ役割として、基本、水曜日（午前）、金

曜日１日、下北山エクステンションセンターに在籍しておりますので、気軽

に足を運んで下されば嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。

　天
候
に
恵
ま
れ
た
3
月
17
日
（
日
）、

教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
歩
け
歩
こ
う
大
会
」
が

3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
を

含
む
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
鬼
ヶ
城
セ
ン
タ
ー
を
ス

タ
ー
ト
し
、
熊
野
古
道
松
本
峠
登
り
口

の
西
口
か
ら
東
口
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら

少
し
戻
り
鬼
の
見
晴
ら
し
台
へ
向
か
い

そ
こ
か
ら
桜
の
道
を
下
り
鬼
ヶ
城
セ
ン

タ
ー
へ
向
か
っ
て
歩
く
コ
ー
ス
で
し

た
。　熊

野
古
道
松
本
峠
で
は
、
約
1
時
間

石
畳
の
道
の
り
を
歩
き
、
休
憩
ポ
イ
ン

ト
の
熊
野
古
道
松
本
峠
東
屋
で
は
広
大

な
七
里
御
浜
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　鬼

の
見
晴
ら
し
台
で
は
太
平
洋
を
一

望
で
き
、
そ
こ
で
昼
食
後
に
記
念
撮
影

し
、
帰
り
道
に
桜
の
道
を
通
る
と
桜
の

芽
が
少
し
ず
つ
顔
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
鬼
ヶ
城
周
辺
の
自
由
散

策
で
千
畳
敷
や
岩
場
の
歩
道
を
歩
く
参

加
者
も
い
る
な
ど
世
界
遺
産
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度｢

歩
け
歩
こ
う
大
会｣

熊
野
古
道
松
本
峠
及
び
鬼
ヶ
城
周
辺
を
歩
く

　奈良県内の市町村が30秒の動画でふるさとの良さをPRする「ふるさとCM大賞NARA2024」の審査

会が２月17日（土）に奈良テレビ放送本社にて行われました。本村は、国道169号線の通行止めの影響

によりリモートで出演することとなりました。

　第３回目となった今回は、県内の25市町村がエントリーし、４人の審査員がす

べての市町村のCMを見て、情報性、独特性、表現性などから総合的に点数をつ

け審査を行った結果、グランプリは宇陀市、準グランプリは生駒市、協賛社賞（３

位）は川上村、審査員特別賞は御杖村と下北山村、奈良テレビ賞は川西町が受賞

しました。

「下北山スポーツ公園」と「つちのこ」を掛け合わせ制作した作品が

審査員特別賞を受賞しました！

ふるさとCM大賞NARA2024

― 各　賞 ―

グ ラ ン プ リ　スポット放送年間２００回

準グランプリ　スポット放送年間１００回

協 賛 社 賞　スポット放送年間　５０回

審査員特別賞　スポット放送年間　３０回

参 加 賞　上記入賞以外の作品に

　　　　　　　スポット放送10回

※奈良テレビ賞は参加賞に加え「ゆうドキッ！」
への出演

※全作品を奈良テレビ公式YouTubeチャンネル
に1年間掲載
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地域振興課からのお知らせ

きなりと

巽正文さんの「祖霊になりたい」は
こちらからご覧いただけます！

「きなりと」は、村の様々な情報を掲載している
ホームページです。素敵な村の風景写真と共に、
観光、宿泊、村の取組み等がご覧いただけます！
また、日々を読むコーナーでは、村民や村外の方
が執筆した文章を掲載しています。村の魅力が詰
まった「きなりと」をぜひご覧ください！

ラジオ番組
「きなりと★しもきた」は、村の
観光やイベント情報などを役場担
当者とFMヤマトのラジオパーソナ
リティが生放送でお届けするラジ
オ番組です。（毎月第4木曜日に放
送予定）過去の放送分を村公式
YOUTUBEでお聴きいただけます！

「学生団体まとい」は慶應義塾大の学生を中心に下北山村と首都圏の大学生をつなぎ、村に貢献することをテー
マに活動しています。令和元年に空き家を改修し、移住交流体験施設むらんちを作りました。令和５年度は、村
の中学３年生向けの受験対策授業や東京のイベントで特産品を販売し、たくさんの人に下北山村を知ってもらう
活動をしました。中学３年生向けの受験対策授業では、令和５年１０月からビデオ会議システムを使ったオンラ
イン授業と令和６年２月２７日～３月４日に村で対面授業や交流を行いました。授業を担当した大学生メンバー
からは、村を離れる中学生に向けた応援のメッセージが送られました。

YOUTUBE
「下北山村公式YOUTUBE」は、村
の観光やイベント、特産品など幅
広い情報を動画で紹介していま
す。ぜひご覧ください！

学生団体まとい　地域未来塾を開催！　

村の情報をインターネットなどでお届けしています！

　BIYORI・ふるさと納税担当の村島です。おかげさまで４月

末に任期満了となります。

　下北山村に初めて来たのは2020年10月。宿泊型転地療養サー

ビス“ムラカラ”で２泊３日、体験宿泊しました。翌11月末から

利用を開始して、自身のうつ病に向き合う日々。村の自然に癒

やされ村民さんとあたたかい交流をしていくなかで体調が回復

しました。

　「村に恩返しがしたい」と協力隊になることを決めました。

　21年５月着任から現在まで、充実した３年間でした。協力事

業者さんと返礼品を増やし、寄附金額をあげることができまし

た。事業者さんの困りごとをサポートし、システム管理やページ作成。商品撮影し文章を考え、

全国にPR。たくさんチャレンジさせていただいて、いっっっぱい「おおきんの～」をもらえ

て幸せです。

　いつも協力してくださる事業者さん、応援してくださる村民さん、ムラカラの方々、南村長

はじめ役場（特に地域振興課・総務課）の職員さん、協力隊のみなさん、ふるさと納税・

BIYORI担当 上平俊さんのサポートのおかげでこの節目を迎えることができました。本当に感

謝の気持ちでいっぱいです。

　これからは集落支援員として、お仕事を継続させていただきます。みなさまいつもありがと

うございます。今後も村への恩返しは続く……

協力 支援員隊 のと つぶやきその119
今月号は村島が
担当します。

　昨年９月に奈良女子大学の先生と学生さんが来村し、歴史民俗資料館

所蔵の古文書を整理してくださいました。連載企画として、先生と生徒

さんの寄稿文を掲載させていただきます。

連載企画　第５回　奈良女子大学　寺岡伸悟　教授
奈良女子大学大和・紀伊半島学研究所所長、同文学部教授　および、同

大奈良カレッジズ連携推進センター地域実践部門長

　私は、奈良女子大学と奈良教育大学と法人統合してできた組織で、大学と地域の連携の世話人

をしています。下北山村はその連携のモデル地域のひとつとして重要な位置づけで、いろんな分

野の大学教員と下北山の方々との間でいくつもの共同研究や教育、地域貢献プロジェクトが動い

ています。この歴史民俗資料館との共同研究もまさにその一つです。資料を見ていく中で、奈良

県の他地域とは異なる下北山の人・モノ・情報のつながりの特徴が垣間見えてきました。大和川

流域にあり大阪・堺とのつながりが深かった奈良盆地、県中部を西に横断して紀ノ川となる吉野

川流域などと、熊野川流域である北山郷の流通や文化の違いが、資料から感じられます。大変お

もしろい・特徴的な地域であり、それは学習・研究の対象としてはもちろん、地域の魅力発信の「資

源」として見ることができると思います。地域の魅力を発信するためには、そこを「深堀り」す

ることが大切です。そのためにも、歴史民俗資料館の整理、所蔵資料の評価、活用のためのデジ

タル化などは未来志向の価値を持つ作業だと思います。

　最後になりますが、他の研究メンバーや学生と同様、私も、下北山村の雰囲気が大好きになっ

た一人です。次の訪問が楽しみで仕方がありません。

資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―
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　BIYORI・ふるさと納税担当の村島です。おかげさまで４月

末に任期満了となります。

　下北山村に初めて来たのは2020年10月。宿泊型転地療養サー

ビス“ムラカラ”で２泊３日、体験宿泊しました。翌11月末から

利用を開始して、自身のうつ病に向き合う日々。村の自然に癒

やされ村民さんとあたたかい交流をしていくなかで体調が回復

しました。

　「村に恩返しがしたい」と協力隊になることを決めました。

　21年５月着任から現在まで、充実した３年間でした。協力事

業者さんと返礼品を増やし、寄附金額をあげることができまし

た。事業者さんの困りごとをサポートし、システム管理やページ作成。商品撮影し文章を考え、

全国にPR。たくさんチャレンジさせていただいて、いっっっぱい「おおきんの～」をもらえ

て幸せです。

　いつも協力してくださる事業者さん、応援してくださる村民さん、ムラカラの方々、南村長

はじめ役場（特に地域振興課・総務課）の職員さん、協力隊のみなさん、ふるさと納税・

BIYORI担当 上平俊さんのサポートのおかげでこの節目を迎えることができました。本当に感

謝の気持ちでいっぱいです。

　これからは集落支援員として、お仕事を継続させていただきます。みなさまいつもありがと

うございます。今後も村への恩返しは続く……

協力 支援員隊 のと つぶやきその119
今月号は村島が
担当します。

　昨年９月に奈良女子大学の先生と学生さんが来村し、歴史民俗資料館

所蔵の古文書を整理してくださいました。連載企画として、先生と生徒

さんの寄稿文を掲載させていただきます。

連載企画　第５回　奈良女子大学　寺岡伸悟　教授
奈良女子大学大和・紀伊半島学研究所所長、同文学部教授　および、同

大奈良カレッジズ連携推進センター地域実践部門長

　私は、奈良女子大学と奈良教育大学と法人統合してできた組織で、大学と地域の連携の世話人

をしています。下北山村はその連携のモデル地域のひとつとして重要な位置づけで、いろんな分

野の大学教員と下北山の方々との間でいくつもの共同研究や教育、地域貢献プロジェクトが動い

ています。この歴史民俗資料館との共同研究もまさにその一つです。資料を見ていく中で、奈良

県の他地域とは異なる下北山の人・モノ・情報のつながりの特徴が垣間見えてきました。大和川

流域にあり大阪・堺とのつながりが深かった奈良盆地、県中部を西に横断して紀ノ川となる吉野

川流域などと、熊野川流域である北山郷の流通や文化の違いが、資料から感じられます。大変お

もしろい・特徴的な地域であり、それは学習・研究の対象としてはもちろん、地域の魅力発信の「資

源」として見ることができると思います。地域の魅力を発信するためには、そこを「深堀り」す

ることが大切です。そのためにも、歴史民俗資料館の整理、所蔵資料の評価、活用のためのデジ

タル化などは未来志向の価値を持つ作業だと思います。

　最後になりますが、他の研究メンバーや学生と同様、私も、下北山村の雰囲気が大好きになっ

た一人です。次の訪問が楽しみで仕方がありません。

資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―
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後期高齢者医療制度は、皆さんの保険料のほか、現役世代からの支援金と国や県、市町村が負

担する公費によって運営されています。

後期高齢者医療制度では、財政運営期間を２年間としており、この期間の医療給付費等の財源

に充てるため、次のとおり保険料率の改定を行いました。

【保険料均等割額の軽減】

世帯の所得状況に応じて次のとおり均等割額は軽減されます。

●65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大15万円を控除し、

軽減判定されます。

●軽減判定は４月１日（４月２日以降に新たに加入した場合は加入した日）の世帯状況で行い

ます。

※１　軽減の基準となる「10万円×（給与所得者数等の－１）」は世帯主と同一世帯の被保険

者に給与所得者等が２人以上いる場合に計算します。

※２　一定の給与所得がある方または公的年金等の所得がある方

令和６年度から国の基準に合わせて保険料賦課限度額の改定を行いました。

これにより所得割率が抑制され、中間所得者の負担軽減が図られています。

※障害認定を除いて、R6.4.1以降に資格取得した被保険者以外等は73万円（令和６年度のみ）

※基礎控除後の所得58万円以下の被保険者は10.06％（Ｒ６年度のみ）

◎令和６・７年度の保険料率について

◎保険料賦課限度額の改定

◎保険料の軽減について

後期高齢者医療保険料率の算定について

（現行）令和４・５年度

・均等割額　　　５０,５００円

・所得割率　　　　　９.９３％

・一人当たり

　上限額
６６万円

・一人当たり

　上限額
８０万円※

（改正後）令和６・７年度

・均等割額　　　５１,５００円

・所得割率　　　１０.５５％※

対象者の所得要件

（同一世帯内の被保険者と世帯主の

総所得金額等の合計額）※1

基礎控除額（43万円）＋10万円×（給与所得者等※2の数－１）以下

均等割の軽減割

令和６・７年度

７割

５割

２割

基礎控除額（43万円）＋29.5万円×（被保険者数）＋10万円

×（給与所得者等の数※2－１）以下

基礎控除額（43万円）＋54.5万円×（被保険者数）＋10万円

×（給与所得者等の数※2－１）以下

補助率 補助上限

新築補助 新築費の１０％ 単身・夫婦世帯１００万円、子育て世帯２００万円

賃貸改修補助 改修費用の５０％
（５０万円以上の改修） １００万円

物件取得補助 取得費用の５０％ 単身・夫婦世帯１００万円、子育て世帯１５０万円

空き家改修補助 改修費用の５０％ 単身・夫婦世帯１００万円、子育て世帯１５０万円

住宅家賃助成金のご案内
50歳未満の方の移住・定住促進を目的に、村営住宅または民間賃貸住宅等に入居している方に対し家賃
の一部を助成します。本助成金の申請をお考えの方は、地域振興課までお問い合わせください。

★補助金の交付条件
①本村に住所を有する５０歳未満の方
②村営住宅または民間の賃貸住宅等に入居している方（親族が管理している物件、会社の社宅・寮は対象外）
③世帯全員が下北山村に納付、納入すべき税金および使用料等を滞納していない方
④生活保護法による保護を受けていない世帯に属する方
▼次の方が世帯に属する場合は助成金の対象になりませんのでご了承ください。
①国家公務員法に規定する職および地方公務員法に規定する職に属し、住宅手当を受給している方
②下北山村一般職の職員の給与に関する条例に規定される住宅手当に準じた手当を受給している方

助成金額 （家賃の月額－１０，０００円）÷２=助成金額　　　※１００円未満切り捨て　

支給時期 申請のあった日の属する月からその月の属する年度末（3/31）まで、４半期毎に支
給します。継続して助成を希望される方は、毎年度申請が必要になります。

－　お問い合わせ　－
地域振興課　☎07468-6-0001

助成金交付申請書に記入の上、身分証明書、賃貸借契約書、
家賃支払いの証拠書類等を添付してご提出いただきます。申請
をされる方は、地域振興課までお越しください。

住宅活用促進事業補助金のご案内
50歳未満の方の移住・定住促進、空き家の活用促進を目的に、村内で新築、空き家を購入・改修する費
用の一部を補助します。本補助金の申請をお考えの方は、地域振興課までお問い合わせください。

★補助金の交付条件
①５０歳未満の方で１０年以上村に定住する意思のある方
②下北山村空き家バンクへ登録されている物件
③村税等に滞納のない方
④本補助金の交付を受けていない方
➄本補助金の交付を受けていない物件
⑥三親等以内の親族から譲渡または賃借する物件でないこと
➆不動産業等を営まない方

村のホームページからも
補助金情報をご覧いただ
けます。

助成金の申請方法
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後期高齢者医療制度は、皆さんの保険料のほか、現役世代からの支援金と国や県、市町村が負

担する公費によって運営されています。

後期高齢者医療制度では、財政運営期間を２年間としており、この期間の医療給付費等の財源

に充てるため、次のとおり保険料率の改定を行いました。

【保険料均等割額の軽減】

世帯の所得状況に応じて次のとおり均等割額は軽減されます。

●65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大15万円を控除し、

軽減判定されます。

●軽減判定は４月１日（４月２日以降に新たに加入した場合は加入した日）の世帯状況で行い

ます。

※１　軽減の基準となる「10万円×（給与所得者数等の－１）」は世帯主と同一世帯の被保険

者に給与所得者等が２人以上いる場合に計算します。

※２　一定の給与所得がある方または公的年金等の所得がある方

令和６年度から国の基準に合わせて保険料賦課限度額の改定を行いました。

これにより所得割率が抑制され、中間所得者の負担軽減が図られています。

※障害認定を除いて、R6.4.1以降に資格取得した被保険者以外等は73万円（令和６年度のみ）

※基礎控除後の所得58万円以下の被保険者は10.06％（Ｒ６年度のみ）

◎令和６・７年度の保険料率について

◎保険料賦課限度額の改定

◎保険料の軽減について

後期高齢者医療保険料率の算定について

（現行）令和４・５年度

・均等割額　　　５０,５００円

・所得割率　　　　　９.９３％

・一人当たり

　上限額
６６万円

・一人当たり

　上限額
８０万円※

（改正後）令和６・７年度

・均等割額　　　５１,５００円

・所得割率　　　１０.５５％※

対象者の所得要件

（同一世帯内の被保険者と世帯主の

総所得金額等の合計額）※1

基礎控除額（43万円）＋10万円×（給与所得者等※2の数－１）以下

均等割の軽減割

令和６・７年度

７割

５割

２割

基礎控除額（43万円）＋29.5万円×（被保険者数）＋10万円

×（給与所得者等の数※2－１）以下

基礎控除額（43万円）＋54.5万円×（被保険者数）＋10万円

×（給与所得者等の数※2－１）以下
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「令和 6年度税制改正の大綱」（令和 5年 12月 22日閣議決定）に令和 6年分の所得税について定額減税を実施することが盛り込まれました。 

今後、関係する税制改正案が成立し、施行された場合には、令和 6年 6月 1日以後最初に支払う給与等につき源泉徴収を行う際から定額減税を行うことに 

なりますので、事業者（給与支払者）の方を対象とした説明会を以下の日程で開催致します。 

 

開 催 日 時 開 催 場 所 定 員     説 明 内 容 備 考 

令和６年 ４月  ５日（金） 

14：00 ～ 16：00 

 
吉野税務署 
（２F大会議室） 
吉野町丹治 200番１ 

15名   
（要予約） 

●制度解説用動画の上映（約 30分） 
 ・定額減税制度の概要 
・具体的な事務手続の説明 

  
●質疑応答 
 ※途中退席していただいても構いません。  

 
〔申込方法〕 
参加をご希望される方は、国税庁 LINEアカウン
トから事前予約をお願いいたします。 
 
 
国税庁 LINEアカウント 
はこちら  

    
        
   
〔お問合せ先〕 
 吉野税務署 法人課税部門 
 0746-32-3385（代表） 
※ 自動音声が流れましたら、音声案内に従って、『２』番

を選択してください。 

 
 
〔その他参考情報〕 
 国税庁ホームページの「定額減税特設サイト」には、 
各種パンフレットやQ＆Aを掲載しておりますので、
是非ご確認ください。 
 
 
「定額減税特設サイト」は 
こちらからアクセス  
 
  

令和６年 ４月 12日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ４月 19日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ４月 26日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 10日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 17日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 24日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 31日（金） 

14：00 ～ 16：00 

定額減税説明会（源泉所得税関係）のご案内  事業者必見！ 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。下北山つちのこパークです。 

今回は、つちのこパークのルームツアーと題して、施設の紹介をさせていただこうと思います。私た

ち、つちのこパークは拠点として、上桑原地区にある旧保育園をDIYして活用しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 玄関を入ると、ツチノコ共和国から寄贈いただいた、つちのこグッズがたくさん！ 

廊下には当時の、つちのこブームを振り返ることのできるパネルの展示もあります。 

現在もDIYは進行中で、1月に元々、食堂だった部屋の床張りをしました。その後、スカイウッドさんで

作ってもらった机と椅子が到着し、さらに居心地の良い空間に大変身しました。 

今後は、ワークショップやイベントなどの会場として活用していきたいと思っています。つちのこパー

クを使って「こんなことがしてみたい！」「こんな風に活用すれば良いじゃないか」などあればインスタ

グラムのDMにて是非ご連絡ください！ 
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迎
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慣
れ
な
い

環
境
で
体
調
を
崩
さ
れ
や
す
い
方
も
多

い
の
で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

◎
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
始
ま
る
！

　
本
年
度
も
、
健
康
教
室
や
介
護
予
防

教
室
、
総
合
健
診
な
ど
の
対
象
事
業
に

参
加
頂
き
ま
す
と
１
回
１
ポ
イ
ン
ト

（
１
０
０
円
相
当
）
の
ス
タ
ン
プ
を
進

呈
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
健
康

グ
ッ
ズ
や
衛
生
品
と
交
換
で
き
ま
す
！

豪
華
賞
品
目
指
し
て
楽
し
く
健
康
づ
く

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
中

◎
ヨ
ガ
教
室

　
ヨ
ガ
は
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
空
の
も

と
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
ヨ
ガ
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
？

【
講
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
時
】
４
月
24
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
イ
ベ

ン
ト
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
す
。
当
日
、
有
線
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
込
み
を
お
忘
れ
で
は

な
い
で
す
か
？
が
ん
検
診
の
み
の
申
し

込
み
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
お
申

し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
5
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
5
月
27
日
（
月
）

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
27
日
月
曜
日
は
午
前
7
時
よ
り
早
朝

健
診
を
実
施
。

※
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
、
申
込

者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

◎
肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
に
つ
い
て

　
総
合
健
診
の
際
に
肺
が
ん
（
結
核
）

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方

は
年
に
１
回
の
受
診
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
費
用
】
無
料

◎
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す

　
子
ど
も
の
出
産
を
希
望
す
る
夫
婦
に

対
し
、
不
妊
治
療
に
係
る
治
療
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
に
は
医
療
機
関
に
記
入
い
た
だ

く
書
類
や
、
領
収
書
が
必
要
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
）

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
公
費
負
担

で
の
接
種
期
限
が
令
和
７
年
３
月
末
日

ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
接
種

回
数
を
終
え
る
に
は
、
最
低
で
も
半
年

以
上
か
か
る
た
め
、
接
種
を
希
望
さ
れ

ま
す
方
は
、
お
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
村
内
に
住
所

の
あ
る
女
性
。

【
期
間
】
令
和
７
年
３
月
末
日
ま
で

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
6

－

0
0
1
5

　
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
下
北
山
村
歯
科
診
療
所
で
勤

務
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
中
上
佳
寿
彦

歯
科
医
師
と
、
今
田
光
彦
歯
科
医
師
の

奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
か
ら
の

派
遣
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
生
方
に
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
４

年
間
、
村
の
歯
科
医
療
及
び
歯
科
口
腔

保
健
の
推
進
に
ご
尽
力
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
、
新
し
く
２
名

の
歯
科
医
師
が
勤
務
し
て
頂
く
こ
と
と

な
り
、
診
察
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
歯
科
医
師
】

　
俵
本
　
眞
　
光
　
歯
科
医
師

　
冨
田
　
慶
二
郎
　
歯
科
医
師

【
診
察
日
】毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

（
国
道
１
６
９
号
通
行
止
め
の
期
間

は
、
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
）

【
予
約
先
】
診
療
所
☎
６
―
０
１
３
０

ひ
ょ
う
も
と

ま
さ

と
み
た

け
い
じ
ろ
う

み
つ

下
北
山
村
歯
科
診
療
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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「令和 6年度税制改正の大綱」（令和 5年 12月 22日閣議決定）に令和 6年分の所得税について定額減税を実施することが盛り込まれました。 

今後、関係する税制改正案が成立し、施行された場合には、令和 6年 6月 1日以後最初に支払う給与等につき源泉徴収を行う際から定額減税を行うことに 

なりますので、事業者（給与支払者）の方を対象とした説明会を以下の日程で開催致します。 

 

開 催 日 時 開 催 場 所 定 員     説 明 内 容 備 考 

令和６年 ４月  ５日（金） 

14：00 ～ 16：00 

 
吉野税務署 
（２F大会議室） 
吉野町丹治 200番１ 

15名   
（要予約） 

●制度解説用動画の上映（約 30分） 
 ・定額減税制度の概要 
・具体的な事務手続の説明 

  
●質疑応答 
 ※途中退席していただいても構いません。  

 
〔申込方法〕 
参加をご希望される方は、国税庁 LINEアカウン

トから事前予約をお願いいたします。 
 
 
国税庁 LINEアカウント 
はこちら  

    
        
   
〔お問合せ先〕 
 吉野税務署 法人課税部門 
 0746-32-3385（代表） 
※ 自動音声が流れましたら、音声案内に従って、『２』番

を選択してください。 

 
 
〔その他参考情報〕 
 国税庁ホームページの「定額減税特設サイト」には、 
各種パンフレットやQ＆Aを掲載しておりますので、
是非ご確認ください。 
 
 
「定額減税特設サイト」は 
こちらからアクセス  
 
  

令和６年 ４月 12日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ４月 19日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ４月 26日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 10日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 17日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 24日（金） 

14：00 ～ 16：00 

令和６年 ５月 31日（金） 

14：00 ～ 16：00 

定額減税説明会（源泉所得税関係）のご案内  事業者必見！ 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。下北山つちのこパークです。 

今回は、つちのこパークのルームツアーと題して、施設の紹介をさせていただこうと思います。私た

ち、つちのこパークは拠点として、上桑原地区にある旧保育園をDIYして活用しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 玄関を入ると、ツチノコ共和国から寄贈いただいた、つちのこグッズがたくさん！ 

廊下には当時の、つちのこブームを振り返ることのできるパネルの展示もあります。 

現在もDIYは進行中で、1月に元々、食堂だった部屋の床張りをしました。その後、スカイウッドさんで

作ってもらった机と椅子が到着し、さらに居心地の良い空間に大変身しました。 

今後は、ワークショップやイベントなどの会場として活用していきたいと思っています。つちのこパー

クを使って「こんなことがしてみたい！」「こんな風に活用すれば良いじゃないか」などあればインスタ

グラムのDMにて是非ご連絡ください！ 

　
下
北
山
村
の
美
し
い
桜
が
今
年
も
咲

い
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
4
月
を
迎
え
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
？
こ
の
時
期
は
、
慣
れ
な
い

環
境
で
体
調
を
崩
さ
れ
や
す
い
方
も
多

い
の
で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

◎
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
始
ま
る
！

　
本
年
度
も
、
健
康
教
室
や
介
護
予
防

教
室
、
総
合
健
診
な
ど
の
対
象
事
業
に

参
加
頂
き
ま
す
と
１
回
１
ポ
イ
ン
ト

（
１
０
０
円
相
当
）
の
ス
タ
ン
プ
を
進

呈
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
健
康

グ
ッ
ズ
や
衛
生
品
と
交
換
で
き
ま
す
！

豪
華
賞
品
目
指
し
て
楽
し
く
健
康
づ
く

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
中

◎
ヨ
ガ
教
室

　
ヨ
ガ
は
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
空
の
も

と
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
ヨ
ガ
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
？

【
講
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
時
】
４
月
24
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
イ
ベ

ン
ト
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
す
。
当
日
、
有
線
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
込
み
を
お
忘
れ
で
は

な
い
で
す
か
？
が
ん
検
診
の
み
の
申
し

込
み
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
お
申

し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
5
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
5
月
27
日
（
月
）

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
27
日
月
曜
日
は
午
前
7
時
よ
り
早
朝

健
診
を
実
施
。

※
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
、
申
込

者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

◎
肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
に
つ
い
て

　
総
合
健
診
の
際
に
肺
が
ん
（
結
核
）

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方

は
年
に
１
回
の
受
診
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
費
用
】
無
料

◎
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す

　
子
ど
も
の
出
産
を
希
望
す
る
夫
婦
に

対
し
、
不
妊
治
療
に
係
る
治
療
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
に
は
医
療
機
関
に
記
入
い
た
だ

く
書
類
や
、
領
収
書
が
必
要
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
）

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
公
費
負
担

で
の
接
種
期
限
が
令
和
７
年
３
月
末
日

ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
接
種

回
数
を
終
え
る
に
は
、
最
低
で
も
半
年

以
上
か
か
る
た
め
、
接
種
を
希
望
さ
れ

ま
す
方
は
、
お
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
村
内
に
住
所

の
あ
る
女
性
。

【
期
間
】
令
和
７
年
３
月
末
日
ま
で

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
6

－

0
0
1
5

　
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
下
北
山
村
歯
科
診
療
所
で
勤

務
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
中
上
佳
寿
彦

歯
科
医
師
と
、
今
田
光
彦
歯
科
医
師
の

奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
か
ら
の

派
遣
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
生
方
に
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
４

年
間
、
村
の
歯
科
医
療
及
び
歯
科
口
腔

保
健
の
推
進
に
ご
尽
力
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
、
新
し
く
２
名

の
歯
科
医
師
が
勤
務
し
て
頂
く
こ
と
と

な
り
、
診
察
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
歯
科
医
師
】

　
俵
本
　
眞
　
光
　
歯
科
医
師

　
冨
田
　
慶
二
郎
　
歯
科
医
師

【
診
察
日
】毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

（
国
道
１
６
９
号
通
行
止
め
の
期
間

は
、
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
）

【
予
約
先
】
診
療
所
☎
６
―
０
１
３
０

ひ
ょ
う
も
と

ま
さ

と
み
た

け
い
じ
ろ
う

み
つ

下
北
山
村
歯
科
診
療
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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「遺言の日」記念無料法律相談

【日　　時】

　2024年４月15日（月）

　午前10時～ 12時　午後１時～３時

【場　　所】

　奈良弁護士会（奈良市中筋町22番地の１）

　相談時間１人30分間　先着16名

【相談内容】

　相続遺言に関することに限ります。

【予約受付】

　４月１日（月）～４月12日（金）

　電話予約（奈良弁護士会☎0742－22－2035）で先着順

　受付時間：平日午前９時30分～午後５時

「憲法週間」記念無料法律相談

【日　　時】

　2024年５月８日（水）

　午前９時30分～ 12時　午後１時～３時30分

【場　　所】

　次の２ヶ所で実施します。

　・奈良弁護士会（奈良市中筋町22番地の１）

　　相談時間１人30分間　先着20名

　・経済会館（大和高田市大中106－２）

　　相談時間１人30分間　先着10名

【予約受付】

　４月１日（月）～４月26日（金）

　電話予約（奈良弁護士会☎0742－22－2035）で先着順

　受付時間：平日午前９時30分～午後５時

ひ
つ

い
か
ん
が

け
ん

きは
な

み ぢか

じん けん

あ

か
ん
が

き

わ
た
し

き

き

ま
え

よ
う

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
令
和

７
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

１
　
募
集
区
分

大
学
区
分
・
短
大
区
分
・
救
命
士
区
分

２
　
募
集
案
内
詳
細
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
５
月
上
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
予
定

（URL:https://www.naraksk119.jp

）
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問
い
合
せ

　
橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９
番
地
の
３

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
人
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企
画
課
人
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係
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令
和
６
年
度
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
募
集
案
内
【
前
期
】

交
通
違
反
・
交
通
事
故
に
は

気
を
つ
け
て
！

　現
在
、
国
道
１
６
９
号
上
池
原
の
土

砂
崩
落
に
よ
り
通
行
止
め
が
継
続
中
で

す
。
広
域
で
迂
回
す
る
際
は
長
時
間
・

長
距
離
の
走
行
に
十
分
注
意
し
て
事
故

防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
気
候
が
良
く
な
り
観
光
客

の
乗
用
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
が
増
加
し
て

き
ま
す
。
生
活
道
路
で
い
っ
た
ん
大
き

駐在さん通信駐在さん通信

な
交
通
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
長
時
間

の
通
行
止
め
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な

い
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

•
速
度
を
控
え
て
安
全
な
速
度
で

•
カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
減
速

•
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認

•
横
断
歩
行
者
の
安
全
確
保

•
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
と
ハ

イ
ビ
ー
ム
の
有
効
活
用

ま
た
、
村
内
で
は
動
物
と
の
衝
突
事
故

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
動
物
と
の

事
故
も
、
夜
間
に
速
度
を
控
え
て
、
ハ

イ
ビ
ー
ム
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
事

故
を
回
避
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
走
行
し
て
く
だ
さ

い
。　小

さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で

は
、
出
発
前
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
習
慣
づ
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
少
し
の
移
動
で
も

面
倒
が
ら
ず
、
着
実
に
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
！

　奈
良
県
下
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
振

り
込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
の
不
審
電

話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　手
口
も
様
々
で
、
実
際
に
被
害
に
遭

わ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　皆
様
に
は
、
特
殊
詐
欺
の
具
体
的
な

手
口
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

家
族
や
親
戚
、
知
人
の
方
に
も
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
携
帯
電
話
を
か
け
な
が
ら
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た

ら
、
還
付
金
等
の
詐
欺
被
害
に
遭
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
声
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
今
す
ぐ
に
で
き
る
防
犯
対

策
と
し
て
、
防
犯
電
話
を
利
用
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。防
犯
電
話
の
活
用
や
、

怪
し
い
電
話
に
は
す
ぐ
返
事
せ
ず
、
ご

家
族
や
ご
近
所
、
警
察
に
相
談
を
！

警
察
官
募
集
中
！

　令
和
６
年
度
警
察
官
採
用
試
験
の
募

集
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
１
回
目
の
試
験
の
受
付
期
間
は
４

月
12
日
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
受
験
資

格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

や
、
ご
家
族
・
知
り
合
い
の
中
で
警
察

官
を
目
指
さ
れ
て
い
る
方
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
方
が
い
た
ら
ぜ

ひ
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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「遺言の日」記念無料法律相談
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　受付時間：平日午前９時30分～午後５時
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和６年 （2024） 月号　No.8024

第1回  卒業証書授与式

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年２月29日現在

転入　１人
出生　０人
転出　１人
死亡　４人

人　口
男
女
世帯数

803人
369人
434人
517戸

先月比
4）
4）
0）
1）

（－
（－
（±
（－

ご卒業・ご卒園おめでとうございます

後期課程（9年生）
　●上田　百恵　さん　●田中　絵菜　さん
　●中村　風雅　さん

前期課程（6年生）
　●井奥　湧　さん　　●上平　遥仁　さん
　●北　　昴　さん　　●田中　悠翔　さん
　●仲村幸太郎　さん

保育所
　●森田　朔久　さん
　●山﨑　ヘーゼル　さん

　卒業・卒園のシーズンを迎え、下北山小中学校の後
期課程（９年生）は３月１３日、前期課程（６年生）
は３月２１日、保育所では３月２７日に、それぞれ卒
業式・修了式・卒園式が行われました。
　４月から新しい学校生活が始まりますね。不安や戸
惑いもあると思いますが、共に過ごした仲間との思い
出を胸に、勇気をもって新たな一歩を踏み出してくだ
さい。
　特に、後期課程を卒業された皆さんはこれまで慣れ
親しんだこの下北山村を離れ、また親元を離れての生
活となり、今までと全く違った環境の中で新しい生活
がスタートします。小中学校時代に学んだことを糧に
して精一杯頑張ってください。
　なお、卒業・修了・卒園された皆さんは次のとおり
です。
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